
JGSS の中心的な設問と時事的な設問：大阪商業大学 JGSS 研究センター 
 

調査項目 JGSS-2000 JGSS-2001 JGSS-2002 JGSS-2003 JGSS-2005 JGSS-2006 JGSS-2008 JGSS-2010 JGSS-2012 JGSS-2015
現職 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ ○

副業(時間） 〇 〇 〇 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○

初職 〇 ＋時期/求職方法 ＋時期/求職方法 － ＋時期 ＋時期 ＋時期 ＋時期 +時期 ＋時期

最終職 〇 〇 〇 － － － － － +離職理由 ＋離職理由

学歴 〇 〇 〇 〇 〇 +専門学校通学 +専門学校通学 +専門学校通学
+専門学校通学、
卒業・中退年齢

+専門学校通学・時期

収入 〇 〇 〇 〇 〇 +仕事以外の収入 +仕事以外の収入 +仕事以外の収入 +仕事以外の収入 +仕事以外の収入

婚姻上の地位 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 +結婚（再婚）意欲・年齢

配偶者の職業・学歴・収入 〇 〇 〇 〇 〇 +仕事以外の収入 +仕事以外の収入 +仕事以外の収入 +仕事以外の収入 +仕事以外の収入

父母の学歴 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

世帯構成／世帯収入 〇 〇 〇 〇 〇 +就労・婚姻状態 +就労・婚姻状態 +就労・婚姻状態 +就労・婚姻状態 +就労・婚姻状態

きょうだいの数(本人/配偶者） 本人のみ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○

政党支持 〇 〇 〇 〇（留置） 〇（留置） 〇（留置） 〇（留置） 〇（留置） 〇（留置） 〇（留置）

婚姻歴 〇 〇 〇 － － 〇（留置B） － － 〇 －

子の年齢・同別居 ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

親の年齢・同別居 － － － － ○ ○+義父母 ○ ○ ○ ○

１５歳時の両親の職業 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇

１５歳時の居住地域 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ＋20歳時の居住地域

居住形態 +面積 +面積 +面積 〇 〇（留置） 〇（留置） 〇（留置） 〇（留置） 〇（留置） ○

社会的地位 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

労働組合 〇 〇 加入の有無のみ 加入の有無のみ 〇 加入の有無のみ 加入の有無のみ 加入の有無のみ 加入の有無のみ 加入の有無のみ

居住地域の特徴
（調査員記入）

－ － － 〇 〇 〇 〇 〇
+集合住宅､オートロッ

ク（欠票でも）
+集合住宅､オートロック（欠票

でも）

時事的な設問群
職業訓練 職業訓練 高校の学科・進学率

大学（大学院）の専攻
分野、教育費、住宅
関連の支出

通勤手段・時間、
休日

通勤手段・時間、
休日、自動車の
保有、働き方の
意識

親や子どもとの居住距
離･接触頻度・連絡頻
度、教育費

勤務先と海外との取
引、15歳時の父親と
母親の接し方など

通勤手段・時間、結
婚・出産時の離職経
験

高校の学科・進学率、大学（大
学院）の専攻分野、これまでに
受けた学校教育の効用
EASS 2014/2015 Work Life
モジュール：通勤時間、正社員
として就業した会社・組織数
ISSP 2015 Work Orientation：
仕事で身につけた経験や技能
の効用

〇：設問あり、◎：設問多い、+：〇に加えて、－：設問なし

 JGSS の中心的な設問と時事的な設問 

 

面接調査票 

 

 



JGSS の中心的な設問と時事的な設問：大阪商業大学 JGSS 研究センター 
 

A票 B票 A票 B票 A票 B票 A票 B票 A票 B票
幸福感/満足感 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 EASS 〇 EASS 〇 EASS 〇 EASS 〇

結婚幸福感/配偶関係満足度 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 EASS 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

健康状態
+配偶者健康状

態
+配偶者健康状

態
+配偶者健康状

態
〇 〇 〇 〇 EASS 〇 〇 〇 EASS 〇 EASS +配偶者健康状態

トラウマの経験 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

家計の状態 +家計管理 +家計管理 〇 〇 〇 〇 〇 EASS 〇 EASS 〇 EASS 〇 EASS +家計管理

社会階層 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 EASS 〇 EASS 〇 EASS 〇 EASS 〇

宗教 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 EASS 〇 EASS 〇 EASS 〇 EASS 〇

性別役割分業観 ◎ ◎ ◎ ◎ 〇 ◎ ◎ EASS ◎ EASS ◎ ○ ◎ ○ ◎

理想の子ども数・性別 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 EASS 〇 － 〇 － 〇 〇（人数のみ） ○

家事頻度
+配偶者家事頻

度
+配偶者家事頻

度
+配偶者家事頻

度
〇 － 〇 〇 EASS 〇 〇 〇 〇 〇 〇 +配偶者家事頻度

夫婦別姓 〇 〇 〇 〇 － － － 〇 － － ＋子どもの名字 － － － ○

政治についての考え方 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 ◎ 〇 ◎ 〇 ◎ 〇 ◎ EASS ○

所属集団 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 EASS ○

一般的信頼感／組織への信頼 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 － 〇 〇 〇 EASS 〇 EASS ○

余暇活動 〇 〇 ◎ ◎ － 〇 〇 〇 〇 EASS 〇 ◎ ○ 〇 ○

犯罪被害 〇 〇 〇 〇 － － 〇 － 〇 〇 〇 － 〇 〇 －

飲酒／喫煙 〇 〇 〇 〇 － － 〇 － 〇 － 〇 EASS 〇 － ○

読書頻度（本、新聞） 〇 〇 + 新聞名 + 新聞名 － + 新聞名 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ＋ネットでのニュース記事

情報機器の利用 〇 〇 〇 〇 － 〇 ◎ － ◎ 〇 ◎ 〇 ○ 〇 －

安楽死 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 － 〇 － － － －

外国人 〇 〇 〇 ◎ － ○ +国別好感度 － 〇 EASS 〇 － 〇 EASS +外国人労働者の受け入れ

環境問題 〇 〇 ◎ ◎ 〇 － 〇 － ◎ ○ ○ EASS ◎ ◎ ◎

高齢化／社会保障 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 EASS 〇 － 〇 EASS 〇 ○ ◎

居住年数／永住意識 － － － 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 +地域の抱える問題

〇：設問あり、◎：設問多い、+：〇に加えて、－：設問なし、EASS： EASSモジュール

調査項目
JGSS-
2000

JGSS-
2001

JGSS-
2002

JGSS-2003
JGSS-2005

JGSS-2006 JGSS-2008 JGSS-2010 JGSS-2012 JGSS-2015
JGSS-2016

留置調査票 

 

 



JGSS の中心的な設問と時事的な設問：大阪商業大学 JGSS 研究センター 
 

A票 B票 A票 B票 A票 B票 A票 B票 A票 B票

中学3年時になり
たかった職業、外
国語学習、開発
途上国への援
助、憲法第9条改
正、女性･女系天
皇、防犯意識・行
動、監視社会、自
殺、地域での清
掃・リサイクル・見
守り活動

EASS 2006
Familyモジュー
ル：結婚観・離婚
観、家族観・性別
役割観、家意識・
扶養意識、配偶
者との出会い、夫
婦の意思決定・
情緒関係、家族
行動、世代間援
助

アレルギー性疾
患、離婚後の親
子関係、介護経
験・対象者、食の
外部化、ペットの
死

知事任期・支持
率、経済的不安
感、しつけ、父
親・母親の存在
感/道徳意識、暴
行・暴言被害経
験、体罰、少年
法、死刑制度、受
診頻度、通院阻
害要因、健康診
断、医療不安、救
急医療体制、地
球環境と経済成
長・利便性、ボイ
コット・バイコット
行動

EASS 2008
Cultureモジュー
ル：文化接触、儀
礼、友人に望む
資質、価値観、好
きな音楽、海外
経験・知人、英語
能力、社会的距
離観、ネットワー
ク、外国人労働
者・花嫁、グロー
バリゼーション、
ナショナリズム、
国際問題

日本製品の購
入、カジノ合法
化、性規範（婚外
交渉、同性間）、
ポルノの規制

英語教育・能力・
学習、エコ・エネ
ルギー利用、ボイ
コット・バイコット
行動、マニフェス
ト（子ども手当、
高校無償化、高
速道路無料化、

CO2排出量削
減、最低賃金引
き上げ、同一労
働同一賃金、配
偶者控除廃止）、
消費税率、臓器
提供の意思、移
植を受けたいか、
裁判所の判決、
死刑制度、裁判
員制度、墓、町内
会活動

EASS 2010 Healthモ

ジュール：SF-12ｖ2TM

Health Survey、
Hopelessness、慢性的な
病気の有無と種類、身長・
体重、体重・体型管理、耽
溺行動、運動習慣、健康
診断、受診頻度、通院阻
害要因、医療保険、東洋
医学、医療不安、相談相
手、近隣環境、環境汚染、
時間・心のゆとり、孤独
感、リラクゼーション行動、
生活の享受、インフルエン
ザ、要介護の家族、加齢
への不安

アレルギー性疾患、旅行
（国内・海外）の頻度と希
望、旅行の目的、職場の
連帯感

教養・実務講座の受
講経験、学齢期の習
い事・地域活動、異世
代との会話機会、友
人ネットワーク、TPP
への参加、女性・長子
天皇、政治への関
心、社会への貢献、
近隣関係、カジノの合
法化、社会的承認、
相談相手、町内会・自
治会活動、ボランティ
ア活動、死刑制度

東日本大震災関連設
問―政府の対応への
評価

EASS 2012 Network Social
Capitalモジュール：組織参加
（頻度､上下関係､異質性）、
接触ネットワーク（規模、垂直
的・水平的異質性）、position
generator、求職ネットワー
ク、会食ネットワーク、援助を
求める相手（悩み、健康、家
事・育児・介護、金銭、緊急・
災害時）、近隣ネットワーク、
意見交換（頻度、上下関
係）、ボランティア活動、災害
時の地域効力感、政治・政策
活動、選挙運動、政治的効
力感、政治への関心、社会
への貢献、近隣関係、職業
集団への信頼感、人生に対
する自己効力感、公開株の
保有

調査項目
JGSS-
2000

JGSS-
2001

JGSS-2012 JGSS-2015
JGSS-2016

時事的な設問群 墓、ペット、援助
交際、裁判所の
判決、少年法の
改正、死刑制度、
女性知事、臓器
提供意思表示
カード、死後の世
界、暴行被害、体
罰、道徳／倫理
観（ポルノ,婚外関
係）

JGSS-2000に加
えて、介護経験
（本人/配偶者）､
サッカーくじ［少年
法の改正は除い
た］

環境と消費行
動、アレルギー性
疾患、ボランティ
ア活動、英語学
習、学歴観、学校
教育から得たも
の、ギャンブル、
カジノの合法化

アレルギー性疾
患、消費行動､英
語学習、いじめ、
少年法､カジノの
合法化､代理母、
女性知事と相撲

社会的ネットワー
ク（悩み事・政治･
仕事について相
談する相手とそ
の属性）、政治に
ついての考え

アレルギー性疾患、
ボランティア活動、寄
付・募金、クレジット
カード、消費者金融、
カウンセリング、少年
少女による凶悪犯
罪、遺伝子組換え食
品、自動車保有・利
用、高齢期の過ごし
方

学歴・教育観、教育支出のレベル

JGSS-
2002

JGSS-2003
JGSS-2005

JGSS-2006 JGSS-2008 JGSS-2010

エコ・エネルギー利用、国産食品の
購入

経済的不安感、耽溺行動（飲酒、喫煙、ギャ
ンブル、ネットゲーム）

メンタルヘルス､hopelessness､好きな色・時代の色､
経済的不安感､自助志向､今後の政権､消費税率

東日本大震災関連設問：エコ・エネルギー利用、節
電、環境汚染、ボランティア参加意思、寄付・募金、
生活水準と電力消費、原子力政策、大規模災害発
生可能性・不安感、放射性物質による食品汚染への
不安、震災の仕事・職場への影響、自然災害時の地
域の対応力、震災関連寄付・支援活動、震災後の会
話機会、震災復興のための増税

移動手段、hopelessness、地域の存続、経済的不安感、暴
言被害、要介護の家族、年金給付と負担のバランス、ギャ
ンブル、カジノの合法化、消費税率、墓、先祖の墓の継承

EASS 2014/2015 Work  Life モジュール：勤務先の雇用
慣行（人事の決定への従業員の影響、成果主義）、職場で
の男女の均等待遇（就職、給与、昇進、雇用の安定）、教
育と職務の適合性、能力と職務の適合性、15歳時の世帯
収入レベル所得格差の拡大、起業志向、金融資産、親族
からの経済的援助・相続、メンタルヘルス

ISSP 2015 Work Orientation：雇用環境についての認識
（安定、高収入、昇進の可能性、社会に有益、仕事に誇
り）、職場での暴言被害、強い労働組合の必要性、仕事と
家庭の干渉、技能向上の教育・訓練・研修の受講

EASS 2014/2015関連「ワークライフバランスと女性の就
業」：勤務先の雇用慣行（経営者の家族・親族の影響力、
家族の事情への配慮、女性の管理職の働きやすさ、職場
の人員不足、連続休暇のとりやすさ）、雇用環境について
の認識（勤務時間の柔軟さ、仕事量のコントロール、やりが
い、仕事と家庭の両立、能力の活用、分担量、退職希望
年）、正社員に占める女性の割合、非正規社員の割合、夫
婦間の家計管理

東日本大震災関連設問：エコ・エネルギー利用、節電、環
境汚染、原子力政策、大規模災害発生可能性・不安感、放
射性物質による食品汚染への不安、自然災害発生時の地
域の対応力

地域の抱える問題：高齢化、買い物の不便さ、空き家の増
加、犯罪の増加、人口の流出、公共交通機関の不便さ、耕
作放棄地の増加、鳥や獣による被害、山林の維持管理

外国人：外国人増加が地域にもたらす影響、外国人の同僚
の有無、外国人の受け入れ（製造、建設、農林漁、介護・
看護、高度専門）

〇：設問あり、◎：設問多い、+：〇に加えて、－：設問なし、EASS： EASSモジュール

留置調査票 

 


